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一般社団法人浪速工業会・都島クラブ・現在会員数 ◆ 合計515名

◆Ｍ・機械103、ＭＥ・機械電気25名◆Ａ・建築90名◆Ｅ・電気・電子工学169名◆Ｃ・土木・都市工学45名◆ＣＩ・工業化学・理数56名◆Ｌ・普通14名◆工専13名

平
成
二
十
七
年
度

浪
速
工
業
会
・
都
島
ク
ラ
ブ

　
　
　

代
表
ご
挨
拶

　

遠
い
山
々
の
緑
も
雨
に
打
た
れ
、
ひ
と
き
わ
色

を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
浪
速
工
業
会
都
島
ク

ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
本
ク
ラ

ブ
の
運
営
に
何
か
と
ご
協
力
、
ご
支
援
賜
わ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
四
月
の
総
会

に
於
き
ま
し
て
都
島
ク
ラ
ブ
代
表
の
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
そ
の
責
任
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
更
な

る
発
展
を
目
指
し
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
各
科
幹

事
の
方
々
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

近
年
自
然
災
害
に
よ
る
国
内
外
に
大
き
な
被
害

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
人
為
的
な
環
境
破
壊
か

ら
地
球
温
暖
化
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
政
治
、
経
済
も
一
国
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
時
代
に
あ
り
、
今
こ
そ
人
間
の
英
知
を
集
め
地

球
規
模
の
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

　

我
が
都
島
ク
ラ
ブ
は
、
先
輩
諸
氏
が
長
年
に
わ

た
り
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
各
行
事
開
催
や
Ｍ

ニ
ュ
ー
ス
等
を
媒
体
と
し
て
絆
を
深
め
世
代
間
の

交
流
の
場
と
し
伝
統
を
継
承
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
結
び
に
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

M
34　

石
川　

芳
夫

新
代
表

総
会
報
告

　

4
月
25
日
（
土
）
13
時
よ
り
新
宿
住
友
ビ
ル
47

階
の
東
京
住
友
ク
ラ
ブ
に
て
浪
速
工
業
会
・
都
島

ク
ラ
ブ
の
総
会
・
懇
親
会
が
、
浪
速
工
業
会
本
部

よ
り
岩
地
理
事
長
、
寛
座
学
校
長
を
来
賓
に
お
迎

え
し
総
勢
36
名
の
参
加
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
議
事
の
後
、
写
真
撮
影
を
行
い
、
懇
親

会
に
於
い
て
は
A
28
岡
田
宏
三
氏
（
ピ
ア
ノ
）
、

E
35
田
中
浩
氏
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
、
A
57
信
原

利
行
氏
（
ギ
タ
ー
）
の
3
名
で
構
成
さ
れ
た
『
Ｔ

Ｏ
Ｗ
Ｎ　

Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
』
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

浪
速
工
業
会
・都
島
ク
ラ
ブ

　
　

平
成
二
十
六
年
度
総
会
報
告

2015.4.25（土）都島クラブ総会

寛座学校長挨拶

岩地理事長挨拶

懇親会でのスナップ

TOWN TONS ミニコンサート

総会での集合写真

題字デザイン　A28岡田宏三
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都
工
電
気
科
を
昭
和
36
年
に
卒
業
し
て
、
早

い
も
の
で
54
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
今

で
も
い
ろ
い
ろ
な
有
難
い
ご
縁
を
頂
き
、
同
期

の
同
窓
生
と
年
に
１
回
か
2
回
、
東
京
都
内
の

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
へ
集
ま
り
バ
カ
話
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
時
の
話
で
、
赤
尾
君
が
沖
縄
・

石
垣
島
へ
行
っ
て
、
石
垣
島
の
蛍
が
大
変
き
れ

い
な
話
を
聞
き
、
一
度
一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て

ほ
し
い
と
お
願
い
す
る
と
快
く
引
き
受
け
て
く

れ
ま
し
た
。

　

同
期
の
笹
治
君
と
３
名
で
、
沖
縄
・
石
垣
島

へ
４
月
20
日
～
23
日
行
く
事
と
な
り
、
赤
尾
君

が
航
空
切
符
の
手
配
を
し
て
く
れ
て
、
沖
縄
ま

で
は
L
C
C
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
便
、
石
垣
島
へ

は
ス
カ
イ
マ
ー
ク
と
、
こ
れ
以
上
安
く
行
け
る

便
は
無
い
と
い
う
値
段
で
予
約
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
も
ス
カ
イ
マ
ー
ク
便
は
会
社
更
生

法
で
運
行
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
A
N
A
に
同

じ
値
段
で
肩
代
わ
り
交
渉
を
し
て
く
れ
た
。
本

当
に
あ
り
が
た
い
事
と
思
い
ま
す
。
又
沖
縄
で

は
M
科
33
年
卒
の
白
石
さ
ん
に
連
絡
す
る
と
、

快
く
お
会
い
す
る
事
を
承
諾
し
て
頂
き
、
当
日

わ
ざ
わ
ざ
那
覇
空
港
ま
で
、
お
車
で
迎
え
に
来

て
い
た
だ
き
、
ご
丁
寧
に
も
沖
縄
の
名
所
を
ご

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

　

今
年
の
見
学
会
は
昨
年
「
首
都
圏
外
郭
放
水

路
」
の
予
備
と
し
て
い
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
見
学
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
番
組
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
、
番
組
制

作
の
舞
台
裏
や
最
新
技
術
に
よ
る
映
像
上
映
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
、
公
開
番

組
を
通
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
多
彩
な
放
送
に
ふ
れ
る

こ
と
の
で
き
る
体
験
型
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
、

ご
家
族
、
お
子
様
も
ご
興
味
が
あ
る
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

開
催
日
時
：
8
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　

ご
家
族
ご
同
伴
大
歓
迎

集
合
場
所
：
Ｊ
Ｒ
山
の
手
線
渋
谷
駅
ハ
チ
公
前

集
合
時
刻
：
14
時
00
分

申
込
締
切
：
8
月
10
日

申
込
先
：
世
話
人　

Ｍ
36
西
村　

功

　

〒2
4
1
-
0
0
0
2

 
 

横
浜
市
旭
区
上
白
根
2-

3
5-

5

Ｅ
メ
ー
ル
：isao

.n
ish

im
u
ra@

m
b
p
.n
ifty.co

m

（
な
る
べ
く
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
下
さ
い
）

ざ
い
ま
し
た
。
私
の
様
な
者
に
こ
の
様
な
あ
り

が
た
い
ご
縁
を
戴
け
る
事
は
本
当
に
何
と
言
っ

て
良
い
か
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
す
。
し
か
し

こ
の
御
縁
は
私
一
人
で
味
合
う
事
で
は
な
く
、

今
後
は
後
輩
を
は
じ
め
、
他
の
人
に
も
お
分
け

す
る
よ
う
に
致
し
た
く
思
い
ま
す
。

 

旅
行
の
結
果
は
石
垣
島
で
の
蛍
は
、
北
風
が
吹

き
寒
い
と
い
う
事
で
、
２
日
間
と
も
蛍
観
賞
の

ツ
ア
ー
は
中
止
と
な
っ
た
。
そ
の
代
り
、
赤
尾

君
の
配
慮
に
よ
り
、
竹
富
島
で
、
水
牛
（
ま
ん

さ
く
君
）
が
引
く
車
に
乗
り
、
の
ん
び
り
と

（
途
中
で
お
し
っ
こ
、
大
便
を
し
た
が
、
バ
ケ

ツ
で
受
け
て
道
路
に
流
さ
な
か
っ
た
が
バ
ケ
ツ

に
溜
ま
っ
た
匂
い
が
車
に
流
れ
て
き
た
）
島
の

周
り
を
観
光
し
た
。
そ
し
て
笹
治
君
と
は
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
で
竹
富
島
の
あ
ち
こ
ち
を
自
由
に

回
っ
た
。
又
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で
サ
ン
ゴ
礁
を
初

め
て
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
た
。
本
当
に
久
し
ぶ

り
に
楽
し
い
旅
行
で
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
そ
の
1
】

先
輩
・同
級
生
と
の
ご
縁

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク

         　

見
学
会
の
ご
案
内

有
情
・無
常
の
道

　
　
　
　
　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
往
く

会学見

M
36　

西
村　

功

E
36　

馬
江　

治
喜

●
は
じ
め
に

  

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
長
安
（
西
安
） 

漢
帝
国
の
都
か

ら
ロ
ー
マ
帝
国
の
都
ロ
ー
マ
に
通
ず
る
陸
の
一
大
交
易

路
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
人
は
、
絹
の
衣
の
肌
ざ
わ
り
の
感

触
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
高
価
な
絹
を
購
入
し
仕
立
て
身

に
ま
と
う
こ
と
を
憧
れ
て
い
た
。
絹
の
産
地
中
国
よ
り

ロ
ー
マ
に
到
る
8
0
0
0
キ
ロ
の
道
へ
の
通
称
で
あ

る
。
今
日
日
本
人
が
よ
く
訪
れ
る
中
国
新
彊
省
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
を
囲
ん
で
の
天
山
南

路
、
西
域
北
路
に
は
、
絹
の
道
な
ら
ぬ
東
ア
ジ
ア
の

人
々
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
の
仏
教
伝
来
の
道
と
し
て

熱
い
視
線
を
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。

 
 

莫
高
窟
で
多
く
の
仏
画
、
仏
像
に
接
し
、
ト
ル
フ
ァ

ン
の
高
昌
古
城
で
、
玄
奘
法
師
の
足
跡
を
偲
び
新
彊
省

ウ
イ
グ
ル
博
物
館
で
「
楼
蘭
の
美
女
」
の
木
乃
伊
と
対

面
し
た
前
回
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
に
続
い
て
、
今
回

は
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
縦
断
と
カ
シ
ュ
ガ
ル
、
ホ
ー
タ

ン
、
ク
チ
ヤ
と
西
域
諸
都
市
を
巡
り
て
古
に
交
易
で
栄

え
、
仏
教
の
篤
き
信
仰
の
史
跡
を
遺
す
中
国
辺
境
の
地

に
高
僧
の
面
影
を
求
め
る
。

●
超
大
国　

中
国
の
辺
境
を
彩
る
イ
ス
ラ
ム
寺
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
写
真
1
）

 
 

午
前
十
時
三
十
五
分　

成
田
を
離
陸
し
て
途
中
、
北

京
で
国
内
線
に
乗
り
換
え
る
時
間
調
整
に
天
安
門
広
場

散
策
で
時
を
費
や
し
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
州
都

NHKスタジオパーク⾒学

沖縄・⽯垣島を訪ねて

⽵富島

2015.8.23（⽇）

2015年（平成27年）7月 第51号

石垣空港にて

竹富島にて

車を引く「まんさく君」と

写真1・カシュガル・イスラム寺院

行
事
担
当

A
27　

田
中　

瑛
也
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こ
の
原
稿
は
2
0
0
6
年
に
田
中
瑛
也
氏
よ
り
寄
稿
戴
い
て
い
ま
し
た

が
、ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
こ
れ
ま
で
掲
載
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。氏
の
海
外
紀
行
文
は
大
変
興
味
深
い
も
の
で
す
の

で
本
号
よ
り
分
割
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。【
編
集
担
当
】 【

つ
づ
く
】

の
誇
り
は
捨
て
ず
、
信
念
を
貫
い
た
。
そ
の
生
き
様
に

対
し
て
今
日
に
到
る
も
出
身
地
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
人
々

は
、
彼
女
に
篤
信
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
廟
は
、

1
6
4
0
年
当
時
当
地
を
統
治
し
た
ホ
ー
ジ
ャ
族
の
支

配
者
が
建
立
し
た
。
霊
廟
の
外
観
は
先
に
訪
れ
た
エ
ィ

テ
ィ
ガ
ー
ル
寺
院
に
比
べ
緑
色
の
タ
イ
ル
で
彩
ら
れ
イ

ス
ラ
ム
風
霊
廟
の
尊
厳
を
保
つ
。
建
物
に
面
し
て
前
庭

に
咲
き
そ
ろ
う
ピ
ン
ク
色
の
バ
ラ
の
花
は
、
イ
ラ
ン
・

シ
ラ
ー
ズ
の
バ
ラ
園
を
連
想
さ
せ
る
と
の
表
現
は
や
や

誇
大
か
も
知
れ
な
い
が
、
ほ
ど
よ
い
調
和
を
保
つ
。
高

さ
4
0
m
の
ド
ー
ム
、
4
本
の
ミ
ナ
レ
ッ
ト
を
備
え
構

え
る
厳
つ
い
霊
廟
で
は
あ
る
が
、
内
部
に
5
8
の
多
く

の
墓
が
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
香
妃
の
墓
は
奥
の
一
隅

で
静
か
な
眠
り
に
就
い
て
い
る
。
一
歩
下
が
っ
た
場
所

に
墓
が
在
っ
た
こ
と
が
何
と
は
な
し
に
香
妃
の
人
柄
を

偲
ば
せ
て
い
る
様
な
気
が
し
た
。

●
高
原
の
湖　

カ
ラ
ク
リ
湖
（
写
真
3
）

　

天
山
北
路
を
旅
す
る
人
々
は
、
天
山
山
脈
の
山
々
に

降
雪
す
る
雪
が
融
け
て
、
山
間
に
そ
の
水
を
溜
め
て
い

る
天
池
を
訪
れ
て
、
そ
の
水
が
澄
ん
で
い
る
こ
と
に
感

嘆
す
る
。
今
訪
れ
る
カ
ラ
ク
リ
湖
は
天
山
南
路
よ
り
外

れ
昆
論
山
脈
の
西
端
に
位
置
し
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
に
近

く
パ
ミ
ー
ル
高
原
を
南
方
に
望
む
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば

中
国
に
い
て
中
国
で
な
い
異
郷
の
空
間
に
い
る
と
の
実

感
を
、
自
然
の
風
景
、
人
々
の
表
情
等
か
ら
味
あ
う
。

こ
の
湖
は
、
標
高
3
6
0
0
m
に
水
面
が
存
在
し
、
我

が
国
の
誇
る
名
峰
富
士
山
の
頂
上
の
高
さ
に
ほ
ど
近

い
。
当
然
高
山
病
の
対
策
を
強
い
ら
れ
る
。
黄
色
い
携

え
に
く
い
酸
素
を
詰
め
込
ん
だ
袋
を
持
っ
て
カ
シ
ュ
ガ

ル
の
都
市
は
、
標
高
1
3
0
0
m
の
盆
地
に
あ
る
の

で
、
そ
の
差
2
3
0
0
m
を
6
時
間
の
時
を
費
や
し
て

バ
ス
は
駆
け
上
が
る
。
舗
装
さ
れ
た
道
路
の
区
間
は
少

な
く
、
砂
塵
を
た
て
な
が
ら
傾
斜
の
急
な
砂
利
道
を
登

る
。
途
中
ゲ
イ
ズ
の
検
問
所
で
厳
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
の

検
閲
は
、
国
境
が
ほ
ど
近
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
窓

外
の
高
度
に
伴
っ
て
茂
生
す
る
植
物
の
変
化
、
遠
く
パ

ミ
ー
ル
の
連
峰
の
頂
き
が
残
雪
を
被
り
、
空
の
雲
の
呼

ん
で
い
る
壮
大
な
自
然
に
眺
め
て
い
る
間
に
、
目
的
地

カ
ラ
ク
リ
湖
に
着
い
た
。
平
坦
な
静
寂
な
黒
い
水
面

は
、
陽
光
を
存
分
に
受
け
白
い
雪
を
被
る
周
辺
の
山
々

と
調
和
の
取
れ
た
色
彩
の
対
照
を
見
せ
て
い
る
。
ち
な

み
に
カ
ラ
ク
リ
と
は
ウ
イ
グ
ル
語
で
黒
い
を
意
味
す

る
。
「
黒
い
湖
」
の
湖
畔
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
豪
華

と
ま
で
は
い
か
な
い
が
空
腹
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し

て
ウ
イ
グ
ル
料
理
を
存
分
に
味
あ
う
。
食
事
を
と
る

人
々
の
中
か
ら
「
富
士
山
頂
で
は
お
む
す
び
程
度
の
食

事
し
か
と
れ
な
い
の
に
。
」
と
こ
の
ウ
イ
グ
ル
料
理
に

満
足
し
た
面
持
ち
で
あ
っ
た
。
食
後
湖
畔
を
散
策
す

る
。
ゴ
ン
グ
ー
ル
峰
（
7
7
1
9
m
）
ム
ズ
タ
ー
グ
ア

タ
峰
（
7
5
4
6
m
）
と
は
っ
き
り
と
雄
姿
を
現
し
、

そ
の
壮
大
さ
に
人
間
の
小
さ
な
存
在
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ

た
思
い
で
あ
る
。
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
抱
き
つ
つ
湖

か
ら
、
高
原
か
ら
下
る
。
山
間
の
小
さ
な
牧
草
地
に
放

牧
さ
れ
た
羊
の
群
れ
が
、
草
を
食
む
風
景
、
行
き
交
う

道
で
出
会
う
小
さ
な
驢
馬
車
、
キ
リ
ギ
ス
の
人
々
が
生

を
営
む
こ
の
地
方
は
、
中
国
領
で
は
あ
る
が
、
中
国
で

は
な
い
異
郷
の
田
園
風
景
を
見
せ
て
く
れ
る
。

煉
瓦
を
積
み
上
げ
て
築
か
れ
た
構
築
物
は
、
ペ
ル
シ
ャ

建
築
の
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
モ
ス
ク

の
建
築
を
追
憶
す
る
と
、
こ
の
モ
ス
ク
は
素
朴
な
飾
り

気
の
な
い
田
園
の
モ
ス
ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る
。

煉
瓦
塀
に
よ
り
て
囲
ま
れ
た
境
内
は
、
ポ
プ
ラ
並
木
の

整
然
と
並
ぶ
参
道
が
、
礼
拝
堂
へ
と
人
々
を
誘
う
。
ワ

イ
ン
カ
ラ
ー
の
絨
毯
が
敷
き
詰
め
ら
れ
細
い
し
な
や
か

な
木
の
列
柱
で
構
成
さ
れ
た
内
部
空
間
は
、
大
規
模
な

ド
ー
ム
空
間
で
構
成
さ
れ
た
イ
ラ
ン
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン

の
モ
ス
ク
群
の
絢
爛
さ
と
異
な
り
、
ま
さ
に
「
貧
者
の

一
灯
」
の
志
で
築
か
れ
た
モ
ス
ク
の
感
が
す
る
。
モ
ス

ク
建
設
当
時
の
イ
ラ
ン
と
ウ
イ
グ
ル
と
の
国
民
総
生
産

等
の
経
済
指
数
の
比
較
は
、
出
来
得
な
い
が
た
だ
そ
れ

だ
け
で
な
く
漢
民
族
儒
教
の
国
に
支
配
さ
れ
、
さ
れ
て

い
る
少
数
民
族
ウ
イ
グ
ル
人
の
強
靱
な
イ
ス
ラ
ム
の
教

え
に
対
し
て
の
信
仰
心
を
讃
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
ア
バ
ク
・
ホ
ー
ジ
ャ
墓
（
香
妃
の
墓
）
（
写
真
2
）

　

中
国
国
内
最
大
の
イ
ス
ラ
ム
都
市
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
建

つ
霊
廟
ア
バ
ク
・
ホ
ー
ジ
ャ
の
墓
は
、
都
心
よ
り
離
れ

町
外
れ
に
あ
る
。
漢
風
に
は
、
香
妃
と
呼
ば
れ
る
ホ
ー

ジ
ャ
は
清
朝
、
乾
隆
帝
の
寵
愛
を
受
け
、
そ
の
生
を

都
、
北
京
で
過
ご
し
た
が
ウ
イ
グ
ル
人
で
あ
る
こ
と
へ

ウ
ル
ム
チ
に
着
い
た
の
が
、
二
十
三
時
当
地
に
一
夜
を

過
ご
し
今
回
の
旅
の
始
点
と
な
る
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
到
着

し
た
の
が
、
午
前
十
一
時
丸
一
日
を
費
や
す
。
隣
国
中

国
で
は
あ
る
が
巨
大
な
国
の
辺
境
に
た
ど
り
着
く
に

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
都
市
に
達
す
る
よ
り
も
時
を
稼

ぐ
。
文
明
の
利
器
航
空
機
を
使
っ
て
の
物
理
的
空
間
の

距
離
感
の
と
ら
え
方
の
嘆
き
を
文
化
面
へ
と
思
い
を
替

え
る
と
、
常
日
頃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
、
建
築
、
美

術
、
音
楽
等
に
関
心
を
抱
き
学
び
、
鑑
賞
す
る
人
々
に

比
べ
て
、
今
日
観
光
で
注
目
さ
れ
て
い
る
中
国
内
陸
部

の
ウ
イ
グ
ル
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
に
対
し
て
我
々
の
持
っ

て
い
る
知
識
へ
の
関
心
へ
の
距
離
感
は
隔
て
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
知
識
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
方
探
検
家
ス
タ
イ

ン
、
ヘ
デ
ィ
ン
等
の
業
績
の
輸
入
に
由
っ
て
蓄
え
ら
れ

た
知
識
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
前
提
を
ふ
ま
え
て
カ
シ
ュ

ガ
ル
の
市
中
へ
と
散
策
に
出
か
け
る
。
こ
の
都
市
カ

シ
ュ
ガ
ル
は
、
隣
国
キ
リ
ギ
ス
タ
ン
共
和
国
、
パ
キ
ス

タ
ン
共
和
国
と
の
国
境
も
近
く
西
域
北
道
、
南
道
と
が

交
わ
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
一
拠
点
都
市
で
あ
る
。
沙
漠

と
い
え
ば
、
黄
砂
を
思
い
浮
か
べ
る
が
、
そ
の
黄
砂
が

空
を
重
苦
し
く
砂
で
く
る
む
。
街
路
に
面
し
て
並
ぶ
建

物
の
看
板
は
、
こ
こ
は
中
国
の
国
土
で
あ
る
こ
と
を
誇

示
す
る
か
の
様
に
、
中
国
文
字
（
漢
字
）
で
銀
行
、
飯

店
等
を
表
示
し
そ
の
文
字
の
下
に
小
さ
く
ア
ラ
ビ
ア
書

体
の
ウ
イ
グ
ル
文
字
が
併
記
さ
れ
て
あ
る
。
バ
ザ
ー
ル

は
都
心
の
街
路
で
形
成
さ
れ
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
商
人
が

忙
し
く
立
ち
振
る
舞
う
。
香
辛
料
、
金
属
製
品
、
玉
等

の
装
飾
品
、
野
菜
、
肉
、
ナ
ン
（
イ
ン
ド
風
）
等
の
食

品
を
売
る
店
が
立
ち
並
ぶ
。
喧
噪
の
巷
と
化
し
た
相
は

イ
ス
ラ
ム
都
市
の
薫
風
漂
う
。
こ
の
バ
ザ
ー
ル
の
一
区

画
を
エ
ィ
テ
ィ
ガ
ー
ル
寺
院
の
敷
地
が
占
め
て
い
る
。

こ
の
寺
院
即
モ
ス
ク
の
建
つ
敷
地
面
積
は
、

1
6
0
0
0
㎡
、
1
4
2
2
年
の
創
建
、
現
存
の
モ
ス

ク
は
1
8
7
2
年
に
建
設
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
エ
ィ

テ
ィ
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
祭
り
、
ガ
ー
ル
は
ペ
ル
シ
ャ
語

の
場
所
を
意
味
し
市
民
の
信
仰
の
場
で
あ
る
と
同
時
に

憩
い
の
場
と
し
て
広
く
愛
さ
れ
て
い
る
。
バ
ザ
ー
ル
に

睨
み
を
効
か
す
正
門
の
高
さ
1
2
m
、
ミ
ナ
レ
ッ
ト
の

高
さ
1
8
m
、
モ
ス
ク
を
囲
む
塀
、
礼
拝
堂
と
黄
色
の

写真2・アバク・ホージャ墓

写真3・カラクリ湖
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春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
報
告

訃報

Ａ16年卒　 藤本　克己氏　平成27年1月4日

CI37年卒　 本山　令夫氏　平成26年10月1日

Ｃ11年卒   坂口　武氏　　平成26年11月18日

　　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

次号の
Mニュースは平成28年1月
発行予定です。

②
『
房
総
の
小
江
戸
・
大
多
喜 

　
　

城
下
町
散
策
と
蘇
っ
た
大
多
喜
町
役
場
』

開
催
日
時　

11
月
14
日
（
土
）
9
時
～
1
8
時         

内　
　

容　

浜
松
町
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
集
合
、
高
速

路
線
バ
ス
に
て
千
葉
県
大
多
喜
町
ま
で
乗
車
、
昼
食
を

取
っ
た
後
、
大
多
喜
の
城
下
町
を
散
策
。
続
い
て

1
9
5
9
年
・
日
本
建
築
学
会
賞
受
賞
、
保
存
と
再
生

で
蘇
っ
た
「
大
多
喜
町
役
場
」
を
見
学
予
定
。
そ
の

後
、
い
す
み
鉄
道
に
乗
車
し
、
大
原
駅
付
近
で
懇
親
会

を
開
催
、
1
8
時
頃
の
特
急
に
乗
車
し
車
内
で
解
散
。

（
雨
天
決
行
）

会　
　

費　

交
通
費
、
昼
食
費
、
懇
親
会
費
は

　
　
　
　
　

各
自
負
担

申
込
締
切　

9
月
5
日
（
土
）

申
込
方
法　

催
し
名
・
卒
科
・
年
・
氏
名
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　
　
　

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
Ａ
37
森　

芳
信
ま
で

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

0
4
-
7
1
8
4
-
8
4
4
3

　

Ｅ
メ
ー
ル　

3tree-yoshi@jcom.home.ne.jp

　

（
集
合
場
所
等
詳
細
は
お
申
込
み
受
付
後
ご
案
内
し
ま
す
）

開
催
日
時　

10
月
10
日
（
土
）
13
時
よ
り
17
時
30
分　

　
　
　
　
　

終
了
後
、
国
立
駅
周
辺
に
て
懇
親
会
開
催             

開
催
場
所　

国
立
市
『
く
に
た
ち
自
游
工
房
』

会　
　

費　

７
、
０
０
０
円
（
懇
親
会
費
含
む
）

①
『
陶
芸
会
』

関
東
青
甍
会
催
し
へ
の
お
誘
い

 

昨
秋
の
コ
ン
ペ
を
悪
天
候
の
た
め
中
止
し
た
た

め
、
一
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
4
月
26
日

（
木
）
に
好
天
に
恵
ま
れ
野
田
市
の
紫
C
C
で

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
昨
年
リ
タ
イ
ア
さ
れ

た
室
田
文
男
さ
ん
（
A
42
）
が
初
参
加
し
て
い

た
だ
き
12
名
の
コ
ン
ペ
（
H
C
戦
）
と
な
り
ま

し
た
。
N
E
T
成
績
1
位
は
G
R
86
（
H
C

7
）
N
E
T
79
の
室
田
さ
ん
で
し
た
が
、
ル
ー

ル
に
よ
り
初
参
加
の
た
め
2
位
と
入
れ
替
わ
り
、

優
勝
は
竹
村
（
E
36
）
G
R
97
（
H
C
16
）

N
E
T
81
と
な
り
ま
し
た
。
B
G
は
実
力
第
一

人
者
の
室
田
さ
ん
の
86
で
し
た
。
写
真
は
前
列

左
よ
り
笹
治
、
室
田
、
明
見
、
大
川
、
竹
村
、

山
本
。
後
列
左
よ
り
田
中
、
藤
田
、
長
谷
、
片

桐
、
松
本
、
前
田
（
敬
称
略
）
。
秋
の
コ
ン
ペ

は
10
月
下
旬
の
予
定
で
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

皆
さ
ん
に
御
案
内
い
た
し
ま
す
。

青甍会

皆様の原稿をお待ちしています！

事務局までお送り下さい。

E
36　

竹
村　

繁
幸

A
37　

森　

芳
信

★
申
込
方
法
（
①
・
②
共
通
）

他
科
の
⽅
及
び
同
伴
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

 

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
！

　

関
東
青
甍
会
の
本
年
の
催
し
は
『
陶
芸
会
』
と
『
房

総
の
小
江
戸
・
大
多
喜
』
の
二
本
立
で
企
画
し
ま
し

た
。
陶
芸
会
は
例
年
通
り
陶
芸
家
Ａ
46
卒 

柚
木 

寿
雄

氏
の
工
房
に
て
開
催
し
ま
す
。
両
企
画
と
も
他
科
の
皆

さ
ん
及
び
同
伴
者
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
奮
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
。

春のゴルフコンペ ・紫カントリークラブにて

昨年の焼成完了した作品群

完成作品の使用例（メモホルダー）

陶芸家　柚木 寿雄氏(A46)の 個展・展示会のお知らせ

昨年の陶芸会にて

大多喜町役場

いすみ鉄道

http://www.geocities.jp/yunoki_hisao/news

独演会

桂
米
左
独
演
会
の
お
知
ら
せ

事
務
局
よ
り

2015年11月8日（日）浅草見番

桂 米左

　

上
方
落
語
会
で
活
躍
中
の
桂 

米
左
（
Ａ
59
木
村　

佳

氏
）
恒
例
の
東
京
独
演
会
の
日
程
に
つ
い
て
連
絡
が
入
り

ま
し
た
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
方

に
は
決
定
後
に
詳
細
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開 

催 

日　

11
月
8
日
（
日
）
14
時
開
演          

開
催
場
所　

浅
草
見
番
（
台
東
区
浅
草
３-

33-

5
）

会　
　

費　

未　

定

お
問
い
合
わ
せ
は　

事
務
局
・
馬
江
ま
で　

科
、

卒
年
、
氏
名
、
参
加
予
定
人
数
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 0

4
5
-
8
4
1
-
8
8
8
5

Ｅ
メ
ー
ル 

h
a
r
1
9
4
2
u
m
a
e
@
i
r
i
s
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

大多喜
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